



教育地域科学部 言語教育講座 中根 貞幸
文科省 は2002年7月 に 「『英語が使 える 日本人 』
の育成のための戦略構想」を打ち上げた。その達成目
標の1つ に 「国際社会 に活躍する人材等に求め られる
英語力」養成があり、各大学に 「仕事で英語が使える
人材を育成する観点か ら、達成 目標を設定」するよ う
求めている。これは長年英語を勉強 しても英語が使え
ない 日本人ばか りだという世間の声に応えてのことだ
ろう。 しか し、英語教育(学 習)は このよ うな謳い文
句 と部分的な施策だけでは変わらない。個人が意識を
変えて、内的な変革を しなければな らない。




ール行きの飛行機でサウジに行 くという日本人 に会 っ
た ことがある。英語を教えていると言 うと、「いいな、





言 うだろ う。 「英語 が使える」 という言葉の裏 には、











使える英語、つま り、口語英語 という意味合 いのこと
が多いであろう。 しか し、話 し英語 と言 っても、日常
会話から大学の講義まで様々である。アメ リカのある
大学の図書館にいた時、ふと日本語が耳に入 って来た。
院生 らしい 日本人女性が、全 く講義が聞き取れないと
言 って、泣きなが ら誰かに訴えていた。 日本人である
私にはその気持ちがよく分かった。日常的に英語を聞
き、話す環境 に身をおいていても英語を聞き取るのは
それほど難 しい。日本 にいて、英語音 に慣れようとす
れば、粘 り強 く英語耳を獲得する努力をする しかない。
一方 、日本の大学生 は英語 を聞いたり話 した りする
のはからき し駄 目だが、英語 はまずまず読めると思っ
ている向きもあるようだが、これは幻想に近 い。多肢
選択形式のTOEICのスコアですべてを測ることはでき




とはやは り肝要である。さ らに、英語できちんと した




よ うだが、これ は言 うは易 しいが行 うは難 しである。














とも、実 は、英語教育と無関係 ではない。イギ リスで
スウェーデン人と話 したことがある。文学の話にな っ
たので、ヘミングウエイや らフォースターや らについ
て少 し詳 しく触れた ら、琴線に触れるものがあった ら
しく、それから親 しく話 しかけてくれるようになった。
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